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本日はお忙しい中、私たちの卒業制作パーティ「Ribbon of 

Memories ～思い出を結んで、未来へ～」にお越しいただき、誠に

ありがとうございます。このパーティは、私たちコミュニティ生活学科

での 2年間の学びと成長の集大成として、メンバー全員で力を合わ

せて準備してまいりました。楽しんでいただけましたでしょうか。 

私は高校卒業後、一度４年制大学に進学しましたが、そこでの

生活を送るうちに「私が本当に学びたいのはコミュニティ生活学科

だ」と確信しました。そして、幅広い分野から自分の好きなことや興

味のあることを自由に学べる環境に魅力を感じ、入学しました。 

この２年間で、ブライダルイベントや学内カフェの企画・運営など、さまざまな経験をさせていただきまし

た。その中で、挑戦することの楽しさや達成感を味わい、自分の好きなことを見つけるだけでなく、自分の

可能性を広げることができたと実感しています。 

また、先生方と学生との距離が近く、アットホームな雰囲気も、私が入学して本当に良かったと感じた点

です。先生方の温かいサポートや励ましのおかげで、自信を持って前に進むことができました。ありがとう

ございました。 

そして、この場で特に感謝の気持ちを伝えたいのは、私をずっと支えてくれた母です。私が大学を辞め、

新しい道を選ぶと決めた時、迷惑をかけたにもかかわらず、母は手紙で「晴菜の人生だから、後悔しない

道を進んでください。どんな道を進んでもお母さんは晴菜を応援します」と書いてくれました。辛い時には

その手紙を何度も読み返し、その言葉に支えられました。そして今、私は自分が選んだ道に後悔はありま

せん。この学科で学び、多くの経験を積んだことは、私にとって正解だったと胸を張って言えます。本当に

ありがとう。これから少しずつですが、恩返しをしていきたいと思っています。 

最後になりますが、私たち一人ひとりが、この 2年間で培った経験や思い出を胸に、それぞれの道で新

しいスタートを切ります。「Ribbon of Memories ～思い出を結んで、未来へ～」というテーマの通り、この場

にいるすべての方々とのご縁をしっかりと結び、未来へとつなげていきたいと思います。 

本日は本当にありがとうございました。 

石丸 晴菜 

 


